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事
業
の
紹
介

　
　
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

　
治
山
事
業
は
、
山
地
に
起
因
す
る

災
害
か
ら
県
民
の
生
命
財
産
を
保
全

し
、
ま
た
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
生

活
環
境
の
保
全
形
成
等
、
公
益
的
機

能
の
向
上
を
目
的
と
し
た
森
林
の
維

持
造
成
事
業
で
す
。

　
主
な
治
山
事
業
に
は

ア
　
山
地
治
山

　
　
治
山
事
業
の
核
と
な
る
事
業

で
、
復
旧
治
山
、
予
防
治
山
を
主

体
に
山
腹
崩
壊
地
や
浸
食
、
堆
積

の
著
し
い
渓
流
に
お
い
て
、
土
留

工
、
植
栽
工
、
治
山
ダ
ム
工
等
に

よ
り
山
腹
地
盤
の
安
定
、
渓
流
の

安
全
な
維
持
を
図
る
事
業

イ
　
防
災
林
造
林

　
　
海
岸
で
の
飛
砂
、
な
だ
れ
、
山

火
事
跡
地
で
の
土
砂
の
流
出
等
を

防
止
す
る
た
め
森
林
を
造
成
す
る

事
業

ウ
　
保
安
林
整
備

　
　
山
火
事
や
松
く
い
虫
被
害
な

ど
、
森
林
所
有
者
に
責
任
の
な
い

原
因
で
機
能
が
失
わ
れ
た
保
安
林

を
健
全
な
森
林
に
回
復
さ
せ
る
た

め
の
植
裁
や
、
治
山
事
業
施
行
地

の
森
林
の
良
好
な
成
長
を
促
進
す

る
た
め
の
保
育
を
行
う
事
業

エ
　
保
安
林
管
理
道
整
備

　
　
治
山
事
業
を
計
画
的
か
つ
効
率

的
に
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
後
の

保
安
林
の
維
持
管
理
に
も
利
用
で

き
る
道
路
を
開
設
改
良
す
る
事
業

オ
　
防
災
対
策
総
合
治
山

　
　
山
地
災
害
危
険
地
の
集
中
し
た

地
域
等
で
、
数
か
年
か
け
て
計
画

的
に
治
山
ダ
ム
や
森
林
整
備
を
組

み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
実
施
す
る

事
業

カ
　
水
源
地
域
整
備

　
　
水
源
地
帯
等
に
お
い
て
、
森
林

の
水
資
源
の
か
ん
養
機
能
の
高
度

発
揮
と
良
好
な
水
質
の
保
全
の
た

め
森
林
整
備
を
主
体
に
治
山
ダ
ム

等
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
事
業

キ
　
環
境
保
全
保
安
林
整
備

　
　
森
林
に
よ
る
生
活
環
境
・
自
然

環
境
の
保
全
・
創
出
を
図
る
た
め

保
安
林
の
防
災
機
能
を
よ
り
高
度

に
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
保
健
林

養
機
能
等
を
も
持
っ
た
森
林
に
整

備
す
る
事
業

ク
　
地
す
べ
り
防
止

　
　
地
す
べ
り
防
止
区
域
内
で
の
地

す
べ
り
防
止
工
事
を
行
う
事
業
な

ど
が
あ
り
ま
す

　
　
な
お
具
体
的
な
事
業
は
細
か
く

区
分
さ
れ
、
採
択
条
件
も
色
々
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細

は
市
町
村
役
場
、
振
興
局
の
森
林

課
、
治
山
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
県
で
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
計
画
的

に
実
施
し
、
山
地
災
害
の
未
然
防
止
、

安
全
で
住
み
よ
い
県
土
の
確
保
・
定

住
条
件
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
県
南
部
で
発
生
し
た

大
規
模
山
火
事
跡
地
の
緑
化
等
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
治
山
事
業
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
方
法
で
、
山

の
緑
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
防
災
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ

せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
地
球

に
や
さ
し
い
事
業
で
す
の
で
、
実
施

に
当
た
っ
て
は
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。（

治
山
課
治
山
係
）貯水型治山ダムと緑化工山火事跡地の緑化と防火帯
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林
業
を
取
り
ま
く
厳
し
い
経
営
環

境
の
緩
和
措
置
と
し
て
、
こ
の
た
び

税
制
の
改
正
が
行
わ
れ
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
山
林
所
得
の
概
算
経
費
控
除
の

経
費
率
（
現
行
四
〇
％
）
を
四
五
％

に
引
き
上
げ
（
所
得
税
）

①
　
目
　
　
　
的

　
　
木
材
価
格
の
下
落
、
育
林
経
費

の
増
大
等
に
よ
り
採
算
性
が
著
し

く
悪
化
し
て
お
り
、
林
家
の
経
営

意
欲
が
減
退
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
木
材
価
格
の
下
落
に
合
わ
せ

て
、
概
算
経
費
率
を
引
き
上
げ

る
。

②
　
特
例
の
内
容

　
　
個
人
が
一
五
年
前
の
十
二
月
三

十
一
日
以
前
か
ら
所
有
し
て
い
た

山
林
を
、
伐
採
ま
た
は
譲
渡
し
た

場
合
に
お
い
て
、
山
林
所
得
の
総

収
入
金
額
（
伐
採
搬
出
経
費
を
除

く
）
の
四
五
％
を
概
算
経
費
と
し

て
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
図
│
１
参
照
）

二
、
山
林
所
得
に
係
る
森
林
計
画
特

別
控
除
の
適
用
期
限
の
延
長
（
所
得

税
）

①
　
目
　
　
　
的

　
　
森
林
施
業
計
画
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
施
業
を
行
う
場
合
、
伐
採

時
期
等
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
利

益
を
軽
減
す
る
。

②
　
特
例
の
内
容

　
　
森
林
施
業
計
画
に
基
づ
き
山
林

を
伐
採
ま
た
は
譲
渡
し
た
場
合
、

山
林
所
得
の
総
収
入
金
額
（
伐
採

搬
出
経
費
を
除
く
）
の
二
〇
％
を

森
林
計
画
特
別
控
除
と
し
て
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
現
行
ど

お
り
）

三
、
植
林
費
の
損
金
算
入
制
度
の
適

用
期
限
の
延
長
及
び
損
金
算
入
率

（
現
行
二
五
％
）
を
三
〇
％
に
引
き

上
げ
（
法
人
税
）

①
　
目
　
　
　
的

　
　
労
働
力
の
減
少
、
育
林
経
費
の

増
大
等
に
よ
り
、
著
し
く
低
下
し

た
森
林
所
有
者
の
再
造
林
に
対
す

る
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
森
林
計
画

制
度
に
基
づ
く
合
理
的
、
計
画
的

な
経
営
を
推
進
す
る
。

②
　
特
例
の
内
容

　
　
森
林
施
業
計
画
に
基
づ
い
て
、

造
林
す
る
た
め
に
支
出
し
た
費
用

（
地
拵
費
・
植
裁
費
・
苗
木
代
・

補
植
費
）
に
つ
い
て
そ
の
三
〇
％

を
損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
（
図
│
２
参
照
）

（
林
業
専
門
技
術
員
　
芦
田
素
廣
）
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図１　制度の仕組み�

丸 太 販 売 収 入 �

伐採・譲渡経費�

概算経費控除

（Ａ）×45％


森林計画

特別控除

(A)×20％


特別控除

50 万 円


山 林 所 得 

（5分5乗課税）


立　木　販　売　収　入　（Ａ）�

図２　制度の仕組み�
　森林施業計画に基づいて造林するために支出し
た植林費 (地拵費, 植栽費, 種苗費, 補植費) につい
て，その30％を損金に算入することができる。

　　　　　　　　　成　　長�
　　　　　　　　　（50年）


植林費の30％を植林
した年に経費として
損金に算入


植林当時の帳簿価格
で植林費の70％を伐
採した年の経費とし
て損金に算入


植林時� 伐採時�



平成９年11月１日 り　ん　せ　い 第 336 号

　

－ 4 －

４�

　
　
「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」

　
　
　
　
〜
早
島
町
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
〜

　
早
島
町
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
は
、

平
成
元
年
度
か
ら
の
二
年
間
で
倉
敷

地
方
振
興
局
森
林
課
が
「
多
目
的
保

安
林
総
合
整
備
事
業
」
に
よ
り
整
備

し
た
も
の
で
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

の
西
に
位
置
す
る
「
知
る
人
ぞ
知

る
」
森
林
公
園
の
穴
場
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
は
平
成
三
年
で
、
総
合
流

通
セ
ン
タ
ー
や
住
宅
に
囲
ま
れ
、
ま
さ

に
「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」
で
す
。

　
入
り
口
が
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く

い
の
が
難
点
で
す
が
、
手
軽
に
行
け

る
森
林
公
園
と
し
て
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
約
十
一
　
の
森
林
の
中
に
は
、
総

延
長
三
・
四
　  

の
遊
歩
道
を
始
め
、

ト
リ
ム
コ
ー
ス
（
子
供
用
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
）
や
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ン
プ

場
（
七
〜
八
月
の
み
）
に
研
修
施
設

な
ど
の
設
備
が
充
実
し
、
初
心
者
向

け
の
手
近
な
自
然
観
察
コ
ー
ス
と
し

て
は
も
っ
て
こ
い
と
言
え
ま
す
。

　
早
朝
に
は
近
所
の
人
々
が
散
歩
を

トリムコース野外ステージ

　
　
　
三
千
円
／
一
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

早
島
町
産
業
課

（
〇
八
六
四
）
八
二
│
〇
六
一
一

（
倉
敷
普
及
指
導
区
　
木
村
昌
生
）

楽
し
み
、
休
日
に
は
家
族
連
れ
を
は
じ

め
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
春
は
ポ
カ
ポ
カ
し
た
日
差
し
の
中

で
お
弁
当
を
広
げ
、
夏
は
お
手
軽
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
、
秋
は
紅
葉
を
見
な
が

ら
散
歩
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
交
通
の
便
も
良
い
都
市
近
郊
型
の

こ
の
森
林
公
園
に
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス

岡
山
や
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
に

お
出
で
の
際
は
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ

て
み
て
下
さ
い
。

【
施
設
概
要
】

　
　
キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　
炊
事
棟
　
二
棟
（
十
口
）

　
　
　
野
外
テ
ー
ブ
ル
　
十
棟

　
　
野
外
ス
テ
ー
ジ
・
研
修
棟

　
　
遊
歩
道
・
ト
リ
ム
コ
ー
ス

【
利
用
料
金
等
】

　
キ
ャ
ン
プ
施
設

　
　
貸
テ
ン
ト
（
一
泊
）

　
　
　
二
千
円
／
一
張

　
　
持
込
テ
ン
ト
（
一
泊
）

　
　
　
千
五
百
円
／
一
張
台
座
使
用

　
　
　
千
円
／
一
張
台
座
無
し

　
　
炊
事
棟

　
　
　
二
千
円
／
一
日

　
　
野
外
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
五
千
円
／
一
日

　
　
研
修
室

ヘ
ク
タ
ー
ルキ

ロ

メ
ー
ト
ル

Ag
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普
及
指
導
最
前
線

　
　
　
も
く
も
く
ま
つ
り
の
開
催
に
つ
い
て

一
　
は
じ
め
に

　
森
林
の
大
切
さ
、
緑
の
効
用
、
森

林
の
多
様
な
公
益
的
機
能
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
、
木
材
の
良
さ
と
山
の
幸
を
見

直
し
地
域
林
産
物
の
需
要
拡
大
と
林

業
の
振
興
に
よ
る
活
力
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
も
く
も
く
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
も
く
も
く
ま
つ
り
」
は
新
見
木

青
会
が
主
催
、
阿
新
地
方
振
興
局
、

阿
新
管
内
五
市
町
、
阿
新
地
区
森
林

組
合
長
協
議
会
、
大
阪
営
林
局
森
林

技
術
セ
ン
タ
ー
、
阿
新
管
内
林
研
グ

ル
ー
プ
、
新
見
商
工
会
議
所
、
近
隣

木
工
工
房
の
後
援
に
よ
り
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
年
は
九
月

一
四
日
（
日
）
に
第
八
回
の
も
く
も

く
ま
つ
り
が
新
見
市
高
尾
の
昭
和
町

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
台
風
襲
来
の
直
前
で
あ

り
、
時
折
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

五
百
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
　
ま
つ
り
の
内
容
に
つ
い
て

　
丸
太
切
り
競
争

　
　
　
ス
ギ
丸
太
を
い
か
に
早
く
伐

る
か
を
競
う
も
の
で
、
大
人
の

部
と
子
供
の
部
が
あ
り
ま
す
。

　
丸
太
ト
ラ
イ
ウ
ッ
ド
レ
ー
ス

　
　
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
レ
ー
ス
に

ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
競
技

で
、
木
製
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

木
製
の
ピ
ン
を
倒
す
ボ
ー
リ
ン

グ
・
丸
太
ぶ
ら
下
が
り
・
丸
太

引
き
の
三
競
技
に
体
力
や
器
用

性
を
競
う
も
の
で
、
大
人
の
部

子
供
の
部
と
も
男
性
、
女
性
別

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
特
に
丸
太
ぶ
ら
下
が
り
に
は

体
力
が
必
要
で
、
参
加
者
は
顔

を
真
っ
赤
に
し
て
体
力
の
限
界

ま
で
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
木
工
教
室

　
　
　
ス
ギ
板
を
用
い
思
い
思
い
に

制
作
で
き
、
作
品
は
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
変
好
評

で
あ
り
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
終
日
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
組
立
実
演

　
　
　
会
場
で
手
慣
れ
た
手
つ
き
で

ロ
グ
を
組
み
立
て
た
後
、
完
成

し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
上
か
ら
も
ち

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
な
お
、
こ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は

も
く
も
く
ま
つ
り
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
阿
新
地
域
の
小

学
生
を
対
象
に
木
、
森
、
山
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
に
輝
い
た
児
童
の

在
籍
す
る
哲
西
町
立
野
馳
小
学

校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
太
ベ
ン
チ
の
製
作
実
演

　
　
　
地
元
ロ
グ
ビ
ル
ダ
ー
西
川
氏

に
よ
り
、
丸
太
を
チ
ェ
ン
ソ
ー

を
使
用
し
て
半
割
に
し
、
か
ん

な
作
業
も
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
行
う

そ
の
鮮
や
か
な
手
つ
き
に
多
く

の
人
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他

　
　
　
木
材
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
ビ
デ
オ
や
木
製
品
の
展
示
販

売
な
ど
も
行
わ
れ
一
日
中
賑
わ

い
ま
し
た
。
昼
食
時
に
は
、
女

性
林
研
に
よ
る
手
作
り
う
ど
ん

や
山
菜
お
こ
わ
の
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
大
変
好
評
で
し
た
。

三
　
終
わ
り
に

　
こ
の
行
事
は
第
八
回
を
迎
え
、

す
っ
か
り
地
域
の
行
事
と
し
て
定
着

し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
開
催
前
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、

こ
の
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
地
域
の
若
手
で
あ
る
製
材
業
者
の

組
織
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
も
意
義
が
あ
り
、
今
後
と
も
指

導
区
と
し
て
は
、
継
続
さ
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

（
阿
新
普
及
指
導
区
　
近
藤
和
夫
）

Ag
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研
究
員

研
究
員�

　
　
　
林
業
試
験
場

　
　
　
林
業
試
験
場�

阿
　
部
　
剛
　
俊

阿
　
部
　
剛
　
俊�
阿
　
部
　
剛
　
俊�

マ
ム
シ
の
は
な
し

マ
ム
シ
の
は
な
し�

　
　
　
林
業
試
験
場�

マ
ム
シ
の
は
な
し�

研
究
員�

「
あ
っ
Y
毒
ヘ
ビ
に
咬
ま
れ
…
」

Ａ
は
咬
み
傷
近
く
を
ナ
イ
フ
で
少
し

切
る
と
毒
を
吸
い
出
し
た
。
ハ
ン
カ

チ
を
引
き
裂
き
腕
を
し
ば
る
。
「
こ

れ
で
少
し
は
毒
の
ま
わ
り
を
お
さ
え

ら
れ
る
…
」
　
昔
の
冒
険
小
説
で
読

ん
だ
よ
う
な
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
。

　
私
も
仕
事
で
山
へ
出
か
け
ま
す

が
、
注
意
し
て
い
る
動
物
の
一
つ
に

ヘ
ビ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
マ
ム
シ
に

は
注
意
し
て
、
草
む
ら
に
入
る
時
は

出
来
る
だ
け
ぶ
厚
い
長
靴
を
履
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
マ

ム
シ
に
つ
い
て
少

し
紹
介
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
マ
ム
シ
は
ご
存

知
の
と
お
り
、
三

角
形
の
頭
、
太
短

い
体
、
背
中
の
銭

形
模
様
な
ど
が
特
徴
の
ク
サ
リ
ヘ
ビ

科
の
毒
蛇
で
す
。
正
式
に
は
「
ニ
ホ

ン
マ
ム
シ
」
と
い
い
ま
す
。
出
血
毒

と
い
う
毒
を
も
ち
、
咬
ま
れ
る
と
痛

み
、
十
分
以
内
に
腫
れ
始
め
ま
す
。

発
熱
・
悪
寒
・
吐
き
気
な
ど
を
伴
っ

て
視
力
低
下
等
の
一
過
性
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
重
症
の
時
は
シ
ョ
ッ
ク

や
急
性
腎
不
全
で
死
ぬ
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
病
院
で
血
清
に
よ
る
治
療

を
行
え
ば
ま
ず
大
丈
夫
で
す
。

　
以
前
あ
る
森
林
組
合
の
方
と
山
へ

出
か
け
た
の
で
す
が
、
こ
の
方
は
い

つ
も
一
㍍
前
後
の
伸
縮
ポ
ー
ル
を
杖

が
わ
り
に
持
っ
て
出
か
け
て
い
ま
し

た
。
マ
ム
シ
に
は
自
衛
の
臨
界
距
離

（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
だ
い
た
い
五

十
㌢
前
後
で
す
。
こ
れ
以
上
近
づ
か

な
け
れ
ば
マ
ム
シ
の
方
か
ら
攻
撃
し

て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

組
合
の
方
は
い
ち
早
く
マ
ム
シ
を
見

つ
け
て
安
全
な
距
離
か
ら
先
制
攻
撃

し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
で
も
、
実

際
に
マ
ム
シ
に
出
合
う
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
よ
う
で
す
。
私
も
こ
の
五
年

間
に
三
度
し
か
会
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
「
転
ば
ぬ
先
の
…
」
な
ら

ぬ
「
咬
ま
れ
る
先
の
杖
」
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

　
私
自
身
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
た
こ
と

は
ま
だ
無
い
の
で
す
が
、
も
し
咬
ま

れ
た
な
ら
冒
頭
の
Ａ
氏
の
よ
う
な
処

置
は
と
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
咬
み

傷
の
近
く
を
切
る
と
毒
を
た
く
さ
ん

吸
い
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
実
際
に
は
毒
は
す
ぐ
に
散
っ
て

し
ま
っ
て
ほ
と
ん
ど
吸
い
出
せ
な
い

か
ら
で
す
。
か
え
っ
て
破
傷
風
な
ど

の
細
菌
が
入
り
や
す
く
な
っ
て
危
険

な
の
で
す
。
私
は
気
休
め
の
た
め

に
、
切
ら
な
い
で
吸
い
出
す
つ
も
り

で
す
。
ま
た
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
し

ば
っ
て
も
毒
の
ま
わ
り
に
は
あ
ま
り

関
係
が
無
い
よ
う
な
の
で
す
。
何
も

し
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
私
は

心
配
性
な
の
で
幅
の
広
い
タ
オ
ル
か

何
か
で
軽
く
し
ば
り
、
十
分
お
き
に

一
分
く
ら
い
緩
め
る
よ
う
に
す
る
つ

も
り
で
す
。
で
も
こ
れ
も
気
休
め
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
つ
い
で
に
書
く
と
腫

れ
て
き
て
も
冷
や
さ
な
い
方
が
良
さ

そ
う
で
す
。
冷
や
す
と
毒
に
よ
る
周

辺
の
組
織
破
戒
が
進
む
の
で
す
。
と

に
か
く
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
た
ら
、
慌

て
ず
、
騒
が
ず
、
咬
ま
れ
た
と
こ
ろ

を
な
る
べ
く
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し

て
病
院
へ
向
か
い
ま
し
ょ
う
。
大
き

な
病
院
に
は
た
い
て
い
血
清
が
あ
る

そ
う
で
す
。
で
も
実
際
に
咬
ま
れ
た

ら
慌
て
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
最
後
に
、
マ
ム
シ
を
含
め
て
本
州

の
ヘ
ビ
は
益
獣
で
、
こ
ち
ら
か
ら
威

嚇
し
な
け
れ
ば
逃
げ
て
い
く
お
と
な

し
い
動
物
で
す
。
先
の
森
林
組
合
の

方
は
仕
事
の
フ
ィ
ー
ル
ド
な
の
で
殺

す
そ
う
で
す
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

で
出
合
っ
て
も
む
や
み
に
殺
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
。

ニホンマムシ
「学研ポケット図鑑・動物」より
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林

研

だ

よ

り

　
「
松
く
い
虫
被
害
の
撲
滅
を
目
指
し
て
」

　
　
　
加
茂
川
町
円
城
地
区
赤
松
林
を
育
て
る
会

　
会
長
　
森
　
山
　
　
　
保
　

　
岡
山
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
加

茂
川
町
は
、
林
野
率
七
四
％
、
そ
の

う
ち
ア
カ
マ
ツ
林
の
占
め
る
割
合
は

三
四
％
と
重
要
な
森
林
資
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
円
城
地
区
に
赤
松
林
を
育
て

る
会
が
あ
り
ま
す
。
当
会
は
ア
カ
マ

ツ
林
の
健
全
な
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
ま
つ
た
け
増
殖
に
関
す
る
知
識

の
習
得
に

よ
る
増
産

と
振
興
に

努
め
、
会

員
相
互
の

経
済
的
安

定
を
図
る

こ
と
を
目

的
と
し
て

昭
和
五
五

年
に
三
〇
名
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
会
員
数
は
高
齢
化
等
が

原
因
で
八
名
に
減
少
し
ま
し
た
が
、

発
足
来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

今
も
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

a
　
伐
倒
駆
除
の
推
進

　
　
近
年
、
円
城
地
区
の
周
辺
に
お

い
て
松
く
い
虫
被
害
の
激
し
い
箇
所

が
あ
る
た
め
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
伐
倒
駆
除
等
の
自

主
防
除
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
八

年
度
に
は
、
一
三
〇
立
方
　
実
施
し

ま
し
た
。

s
　
樹
種
転
換
の
推
進

　
　
保
全
松
林
の
周
辺
に
被
害
が
増

え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
周
辺
対
策
と

し
て
ア
カ
マ
ツ
林
か
ら
ヒ
ノ
キ
林
等

へ
の
樹
種
転
換
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
平
成
八
年
度
に
は
、
七

　
実
施
し
ま
し
た
。

d
　
空
中
散
布
の
実
施
・
協
力

　
　
自
主
防
除
を
含
め
た
熱
心
な
活

動
に
よ
る
働
き
か
け
を
受
け
て
、
町

が
平
成
二
年
度
か
ら
空
中
散
布
を
一

〇
〇
　
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
危
被
害
の
防
止
対

策
・
当
日
の
立
会
な
ど
全
面
的
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

f
　
抵
抗
性
マ
ツ
実
証
展
示
林
の
整

備
　
　
県
が
実
施
し
て
い
る
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
対
し
て
抵
抗
性
の

あ
る
「
抵
抗
性
マ
ツ
」
の
実
証
展
示

林
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
事
業

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
円
城
財
産
区
有

林
に
お
い
て
平
成
七
〜
一
〇
年
度
ま

で
の
四
年
間
に
計
一
・
二
　
の
展
示

林
の
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

g
　
ま
つ
た
け
発
生
環
境
整
備
へ
の

取
り
組
み

　
　
当
初
発
足
の
目
的
で
も
あ
る
、

ま
つ
た
け
の
増
殖
に
つ
い
て
、
除
間

伐
、
林
内
清
掃
等
の
発
生
環
境
整
備

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
少
人
数
な
が
ら
会
長
を
は
じ
め
全

員
が
協
力
し
意
欲
的
に
活
動
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
松
く
い
虫
被
害
か
ら

ア
カ
マ
ツ
林
を
守
る
中
心
的
グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

（
岡
山
普
及
指
導
区
　
野
崎
晋
也
）

Ag

メ
ー
ト
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

「
野
生
き
の
こ
鑑
定
会
」

開
催
さ
れ
る

　
平
成
九
年
十
月
四
日
（
土
）
に
、

奥
津
町
で
同
町
ほ
か
林
業
関
係
二
団

体
に
よ
る
「
野
生
き
の
こ
鑑
定
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
貴
重
な
山
の
資
源
で
あ
る
き
の
こ

を
特
用
林
産
物
と
し
て
活
用
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
相
互
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
津
山
地

域
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
ま
し

た
。

　
当
日
は
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
二
〇
〇

人
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
鑑
定
依

頼
者
か
ら
の
野
生
き
の
こ
は
約
八
〇

種
・
三
〇
〇
点
に
も
お
よ
び
、
林
業

試
験
場
の
竹
内
専
門
研
究
員
に
よ
り

鑑
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
そ

の
様
子
を
熱
心
に
見
守
り
、
き
の
こ

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
鑑
定
後
に
は
奥
津
町
特
産
品
開
発

研
究
会
に
よ
り
用
意
さ
れ
た
き
の
こ

料
理
の
試
食
会
や
、
奥
津
町
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
ヤ
ナ
ギ
マ
ツ
タ
ケ
等
の

販
売
も
行
わ
れ
、
好
評
の
う
ち
に
終

わ
り
ま
し
た
。

（
苫
津
普
及
指
導
区
　
三
枝
道
生
）

「
久
米
南
き
の
こ
祭
り
」

開
催
さ
れ
る

　
平
成
九
年
十
月
十
八
日
（
土
）
久

米
南
美
し
い
森
に
お
い
て
、
久
米
南

美
し
い
森
開
園
一
周
年
記
念
「
久
米

南
き
の
こ
祭
り
」
（
主
催
　
久
米
南

町
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
会
場
の
野
外
音
楽
堂
周
辺
で
は

ド
ン
グ
リ
ゲ
ー
ム
や
川
柳
傘
踊
り
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
き

の
こ
弁
当
や
特
産
品
の
販
売
、
も
り

の
妖
精
を
モ
デ
ル
と
し
た
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
約
一
、
五
〇
〇
人
が
訪
れ
て

会
場
は
活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
地
元
龍
山
地
区
婦
人
会
に

よ
る
き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
は
好
評

で
、
大
勢
の
人
が
立
ち
寄
っ
て
は
試

食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
記
念
植
樹
、
き
の
こ

狩
り
、
木
工
・
竹
細
工
教
室
が
小
学

生
な
ど
多
数
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
で
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
サ

ザ
ン
カ
三
〇
本
、
花
の
森
に
シ
ラ
カ

シ
・
ク
ヌ
ギ
と
い
っ
た
ド
ン
グ
リ
苗

木
や
花
木
一
、
〇
〇
〇
本
が
植
栽
さ

れ
、
記
念
標
柱
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
き
の
こ
狩
り
で
は
、
会
場

内
な
ど
で
採
集
さ
れ
た
約
四
〇
種
類

の
き
の
こ
が
、
林
業
試
験
場
の
竹
内

専
門
研
究
員
に
よ
る
鑑
定
を
う
け
て

展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
関
心
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
が
、
今
後
よ
り
多
く
の

きのこ鑑定会

方
が
久
米
南
美
し
い
森
を
訪
れ
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

（
久
米
普
及
指
導
区
　
鈴
木
理
恵
）

Ag

Ag
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当
協
会
が
、
募
集
し
て
い
た
第
三

代
「
お
か
や
ま
　
も
り
の
妖
精
」
の

選
考
会
を
八
月
二
十
九
日
に
岡
山
市

カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
も
り
の
妖
精
は
、
県
が
進
め
て
い

る
「
美
し
い
森
づ
く
り
運
動
」
を
推

進
し
、
森
林
・
林
業
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
七
年
度
か
ら

設
置
し
て
い
る
も
の
で
、
第
二
代

「
お
か
や
ま
　
も
り
の
妖
精
」
の
活

動
期
間
が
九
月
末
を
も
っ
て
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
今
回
募
集
を
行
っ
て

い
た
も
の
で
す
。

　
選
考
会
当
日
は
、
第
一
次
選
考

（
書
類
審
査
）
を
合
格
し
た
三
十
八

第
三
代
「
お
か
や
ま
　
も
り
の
妖
精
」
の
決
定
に
つ
い
て

名
が
出
席
し
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、

応
募
し
た
動
機
な
ど
の
面
接
選
考
に

臨
み
ま
し
た
。

　
選
考
は
、
当
協
会
の
高
宮
会
長
を

は
じ
め
、
岡
山
県
山
田
農
林
部
長
、

岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
中
島
会
長

ら
七
名
の
審
査
員
に
よ
り
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
金
出
地
恭
子
（
か
な
で

ち
　
き
ょ
う
こ
）
さ
ん
＝
岡
山
市
、

西
村
京
子
（
に
し
む
ら
　
き
ょ
う

こ
）
さ
ん
＝
玉
野
市
、
杉
岡
高
子

（
す
ぎ
お
か
　
た
か
こ
）
さ
ん
＝
津

山
市
の
三
名
が
新
し
い
「
も
り
の
妖

精
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
第
三
代
「
も
り
の
妖
精
」
の
活
動

期
間
は
十
月
か
ら
来
年
九
月
ま
で
の

一
年
間
で
、
十
月
三
日
に
は
活
動
開

始
に
あ
た
り
石
井
県
知
事
を
表
敬
訪

問
し
、
知
事
か
ら
「
健
康
に
気
を
つ

け
て
、
森
林
・
林
業
の
Ｐ
Ｒ
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
は
、
平
成

九
年
度
岡
山
県
緑
化
推
進
大
会
を
皮

切
り
に
、
七
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
お
り
、
森
林
・
林
業
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
積
極
的
に
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
「
植
樹

の
つ
ど
い
」
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
御
支

援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
派
遣
要

請
な
ど
活
動
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務

局
（
県
庁
林
政
課
内
）
及
び
各
支
部

（
各
振
興
局
森
林
課
内
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

﹇
連
絡
先
﹈

〒
７
０
０
│
７
０

　
岡
山
市
内
山
下
２
│
４
│
６

　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

　
　
　
（
県
庁
林
政
課
内
）

1
（
０
８
６
）
２
２
４
│
２
１
１
１

　
　
　
　
　
内
線
３
３
０
４

左から金出地さん，西村さん，杉岡さん
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （10月下旬）�  木　材（10月下旬）�

 �
 乾しいたけ（10月中旬）�

杉　正　角　  ３m 桧　正　角　  ３m 桧　長　柱　  ６m

寸法�等級�安値－高値�（千円）� 寸法�等級�
安値－高値�
（千円）� 寸　法�等級�安値－高値�（千円）�

6.0


7.5


9.0


〃  


10.5


〃  


〃  


〃  


12.0


〃  


〃  

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

25－28


20－22


18－20


20－22


35－40


40－45


60－70


  80－100


35－43


60－65


70－80

6.0


7.5


9.0


〃  


10.5


〃  


〃  


〃  


12.0


〃  


〃  

長　　サ　４m

6.0


9.0


〃  


10.5


12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

28－30


20－23


28－30


45－50


40－42

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

38－40


33－35


18－20


25－28


65－70


75－80


120－160


200－230


75－80


120－150


200－230

長　　サ　４m

6.0


9.0


〃  


10.5


12.0

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�

53－60


28－30


45－50


80－85


70－80

10.5


12.0


〃  


13.5


〃  

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

100－105


105－110


120－150


  90－95  


100－120

ラ　　ス　　板�

２m

1.2×  9.0

３m

1.2×  9.0

２m

1.5×10.5

２m

0.9×24.0

２m

1.5×21.0

23－26


25－28


24－26


65－70


35－40

造　　作　　材�

杉４m

3.0×  3.0

杉４m

4.0×  4.5

杉４m

4.5×10.5

桧４m

4.5×10.5

桧４m

4.5×10.5

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�

（本）６－８  


（本）12－20  


230－280


250－280


280－330

長さ�径（b）�杉（千円）�桧（千円）�松（千円）�
�
�

３m

�
�

４m

�

６m

７－10

11－13

14－16

18上

７－10

11－13

14－16

18上


14－16

18－20

価格�
名柄別�

価格o当り（百円）�
安　値� 高　値�

香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

14

18

24

20

－�
14

17

17

－�
－�

19

18

36

34

19

19

35

33

57

45

－

6

8


10

－

－

12

13

－

－


32

19

18

16

15

12

45

51

34

19

8

4

73

73

64

67

65

59

83

83

83

68

49

43

　

編
集
後
記

○
十
一
月
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の

林
声
の
発
行
は
、
こ
れ
が
最
終
号
と

な
り
ま
す
。

　
ま
だ
、
一
年
を
顧
み
る
の
は
早
過

ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
個
人

と
し
て
は
、
あ
れ
も
で
き
な
か
っ

た
、
こ
れ
も
で
き
な
か
っ
た
と
反
省

ば
か
り
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
は
ど
の

よ
う
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

○
次
回
発
行
は
、
一
月
の
発
行
予
定

で
す
。
（
Ａ
）


